










































「せんたん」は

本学の研究活動及び

成果を情報発信することを

目的とした広報誌です。

産経新聞社元客員論説委員、本学客員教授。1949年生まれ。

京都大学農学部卒業、大阪府立大学大学院農学研究科修

士課程修了、75年産経新聞社入社。社会部記者、文化部次

長、特別記者、編集委員、論説委員などを務めた。2004年10
月から本学客員教授として大学広報のアドバイザーを務める。

《 筆者紹介 》 坂口  至徳  （さかぐち よしのり）

奈良先端大基金  －最先端を走り続けるために－ ご協力を
お願い申し上げます
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世界トップレベルの教育研究拠点の形成に向け、本学におけ
る教育研究、社会貢献及び国際交流の一層の推進並びに
教育研究環境の整備充実を図ることを目的としています。

❶学生の修学を支援する事業
学生に対する育英奨学制度の充実 等

❷留学生を支援する事業
留学生に対する奨学制度の拡充や留学生支援に
資する事業の実施 等

❸教育研究のグローバル化を推進する事業
日本人学生の海外留学の推進事業 等

❹社会との連携や社会貢献のための事業
けいはんな学研都市における中核機関として、自治
体、近隣の企業、大学等と連携した活動 等

❺その他基金の目的達成に必要な事業

໐修学支援事業基金 （特定基金）
経済的な理由で修学が困難な学生の教育機会の確保

໐外国人留学生サポート基金 （特定基金）
留学生が不測の事態に陥った際の援助や一時的
な経済・生活支援

ご芳名 寄附金額日付

●寄附者のご芳名及び寄附金額を基
金ホームページ及び広報誌に掲載

●一定額以上ご寄附をいただいた方
に、感謝状及び記念品を贈呈

●一定額以上ご寄附をいただいた方
のご芳名を寄附者顕彰銘板に刻印

●広報誌「せんたん」を5年間お届け

寄附の申込方法
基金ホームページからの申込

寄附の払込方法
払込用紙により、銀行等での振込

遺言によるご寄附（遺贈）の受け入れを始めます

ご寄附いただきました皆様に深く感謝申し上げ、ご芳名、
寄附金額を掲載させていただきます。

※ご芳名は五十音順。 ※ご芳名のみの掲載は、金額の掲載を希望されない方です。

目 的

基金による事業

お知らせ

寄附の申込及び払込方法

寄附者への謝意

寄附者ご芳名

お問い合わせ先
国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学基金事務室
ＴＥＬ ： 0743-72-6088   FAX ： 0743-72-5011
E-mail ： naist-fund@ad.naist.jp

奈良先端大基金ホームページ
https://www.naist.jp/kikin/index.html

2020/3

2020/4

2020/5

太田 賢司 様

川内 謙治 様

2020/6

5,000円

100,000円

5,000円

200,000円

土井 美和子 様

静原 重人 様

島田 豊美 様

　本学では、2011年10月に奈良先端科学技術大学院大学基金（略称：

奈良先端大基金）を設立し、これまで修了生や地域住民などの皆様の多

大なご支援を受けてまいりました。この度、遺言によるご寄附（遺贈）の受

け入れ体制を整備し、2020年7月1日より受け入れを開始いたしました。遺

言によるご寄附（遺贈）は、南都銀行と提携し、本学の教育研究活動等の

振興に貢献したいとの遺贈者の篤志を広く受け入れ、本学の教育研究、

社会貢献及び国際交流の一層の推進並びに教育研究環境の整備充

実を図るための財政基盤の強化を図ることを目的として導入したものです。

　皆様方には、引き続き、本学の発展のため、何卒格別のご協力とご

支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和2年度学位記授与式を挙行

2020.06

2020.08
令和2年度優秀学生表彰式
及び報告会を開催

SSHラボステイを開催

2020.07

　6月25日（木）、本学学際融合領域研究
棟2号館1階研修ホールにおいて学位記
授与式を挙行しました。
　授与式では、横矢直和学長から出席し
た2名の修了生に学位記を手渡し、門出を
祝して式辞が述べられました。
　式終了後には、修了生たちは和やかな
雰囲気のもと、学長をはじめ指導教員等
を交えて歓談し、喜びを分かち合いました。

　8月3日（月）から19日（水）にかけて、奈良
県下の「スーパーサイエンスハイスクール
（SSH）」指定校の生徒を受け入れ、ラボス
テイスタイルで生徒の教育指導を行いました。
　SSHとは、文部科学省が科学技術・

　7月3日（水）、本学エーアイ大講義室
において「奈良先端科学技術大学院大
学優秀学生奨学制度」による奨学対象
者15名を表彰し、併せて報告会を開催
しました。
　この奨学制度は、国立大学法人化後
の第1期中期目標期間の中間評価にお

ける教育研究活動及び業務運営につい
て、本学が全国第1位となる総合評価を
得たことにより増額された運営費交付金
の反映分を原資に、平成22年12月に創
設されたものです。
　これを機に、本学独自の奨学制度（当
該年度の授業料全額免除）として、学生
の勉学意欲の向上、優秀な人材の輩出
を図ることを目的に毎年実施され、今年
で11回目となります。
　当日は、横矢直和学長から表彰状
の授与が行われた後、式辞が述べら
れ、引き続き、奨学対象者が現在
行っている研究内容や研究目標の
報告会が行われ、活発な質疑応答が
行われました。

理科、数学教育を重点的に行う高等学
校を「スーパーサイエンスハイスクール」と
して指定し、理数系教育に関する教育課
程の改善に資する研究開発を行う事業
で、2020年度から開催されています。
　今年度は、西大和学園高等学校、奈
良県立奈良高等学校の生徒を受け入れ、
各校の生徒の希望をもとに、テーマごと
に3日間程度の研究室体験を実施しまし
た。高校生にとって魅力的と思われる24
のテーマを通じ、本学で行われている最
先端の研究に触れ、教員や学生の指導
のもと、その原理を学びました。
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から、一部プログラムはオン
ラインで開催されました。
　理系離れが進む中、高校生が大学院
レベルの最先端の研究現場に触れること
で、将来の研究者や大学教員の育成に
つなげていければと考えています。
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